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まう てん 

奉 天 大戦 争 ( 一 九 〇 五 年) の 数日 まえの、 ある 夜中 

のこと でした。 わが ある 部隊の 大隊 長 青木 少佐 は、 畑 

ほしよ う 

の 中に 立って いる 歩哨 を 見 まわって 歩きました。 歩哨 



そのまま 四、 五日た つた、 ある 夕が たのこと でした 

もう 戦い も すんだ のか、 砲声 もばったり やみました。 

まどから 見える 空が ま つかに やけて、 へんに さびしい 

ちょうぎ よがい 

ながめでした。 いちん ち 畑で はたらい ていた 張 魚 凱 

が、 かえって きました。 そして 少佐の まくらもとに そ 

そくさと すわり Y J んで、 

「こまった ことにな りました。 村の やつらが、 あな 

た を ロシア 兵に 売ろうと いいます。 こんばん、 みんな 

で、 あなた をつ かまえに くるら しいです。 早く ここ を 

にげて ください。 まだ 動く に は ごむり でしよう が、 一 

刻 もぐず ぐずして はいられません。 早くして ください 



くしに、 軍人だった あなたが 古井戸の 中から すくわれ 

たこと がわ かると、 今の 日本で は、 あなたのお 名 まえ 

にか かわる でしよう。 だから、 わたくし は あなたに う 

そ をつ きました。 わたくし は、 あす は、 中国へ かえる 

ことにし ていたと ころです。 さよなら、 お だいじに。 

さよなら』 

と、 だいたい、 そういう 意味の ことが 書いて ありまし 

た。 



〔# 入力 者 註： 底本で は 「中国」 「支那」 が 共に 使われ 



ている が、 「中国」 に統 一 した。〕 

〔# 混用す ると 作者の 意図と 別の 意味が 生じる と 思わ 

れ るからで ある。〕 

〔# また、 書かれた 時代から 考える と 「支那」 で 統一 

すべき かもしれ ない が、〕 

〔# この 童話 を 今 読む ために は 「中国」 が 良いだろう 

と 考えた。〕 
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